チェック項目３：剤型や使用方法等が医薬品的なものでないか。
１．健康食品の形状が、医薬品と誤認されるようなものではないか？
※通常の食品としては流通しない形状を用いること等で、人に医薬品と誤認させる目的としていると考えられる場合は、医薬品と判断します。

【専ら医薬品的な形状として判断されるもの（例示）】
○アンプル剤
○舌下錠
○液状のもののうち舌下に滴下するもの等粘膜からの吸収を目的とするもの
○液状のもののうちスプレー管に充填して口腔内に噴霧して口腔内に作用させることを目的とするもの
２．用法用量、いわゆる摂取時期や間隔、量等を定める場合、医薬品的な標ぼうとなっていないか？
※服用量、服用時期、服用間隔等を定めることは、一定の効果を期待して用法用量が記載されている医薬品と認識されやすいため、摂取の時期、間隔、量などを定める場合には、原則、医薬品的な用法用量とみなします。
　食品であっても、過剰摂取や連用による健康被害の危険性などが考えられることから、1日の摂取量や摂取の時期、間隔、量等の摂取の際の目安を表示することは医薬品的な用法用量とは判断しません。
【専ら医薬品的な用法用量として判断されるもの（例示）】
○1日2～3回、1回2～3粒
○1日2個
○毎食後、添付のサジで2杯づつ
○成人1日3～6錠
○食前、食後に1～2個づつ
○お休み前に1～2粒
　　＜判定＞
　　□これから取り扱う製品は、医薬品的な剤型である。

→医薬品に該当するため、医薬品的な剤型を変更するか、取り扱わないようにしてください。
　　□これから取り扱う製品に、医薬品な用法用量が記載されている。

→医薬品的な用法用量に該当する表現を訂正、削除してください。
　　□医薬品的な形状ではなく、医薬品的な用法用量ではない。
→チェック項目1～3をクリアしました。関係法令の確認もしてください。
